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高城重厚氏のご逝去を悼む

元理事 ・元環境部会長の高城重厚氏 (4と

学部調 ,環境部鴻)が 去る3月 24日 蔵立擦

経のためざ逝去されました。享年 70歳 。誠

にかtすがえのない貴重な人材を失い,難 然

自夫 ・痛根の極みです。

私は, これ fまど国のため,技 術士制度の

発展のためrこ貢献された方を無 りません。

平成 12年 の技術士法改正の時は・技術士審

議会委員として,ま た,「APECエ ンジエア査

の確立 iこ当たって1ま豊富な知識 と国際感

覚,国 際的人脈をもとすこ世界に向iすても発

信され主導的に貢献 されました。一連のご

魂績に対し平成 15年 には文部科学大臣表彰

を受章されました。この闘,本 会の多くの

委員会委員iまもとよりせABEこの設立の段階

から幾つもの委員を務められました。また,

技術者倫理教育rこも熱心に取組み、病に劇

れる直前まで,東 大 ・東工夫 =丸 大 =新 潟

大などで非常勤講師 ととてきい学生にその

重要性を説かれました,

わが プ国ジェク トチーニが取組んでい

カンボジア王国技術協弟フォー号ム
会 長 吉 武 進也 (金属部瀬)

る,経 済復果に立ち遅れているミャンマー

やカンボジア王国に対する技術支援研修

|ま,違 算して8年 に及んでいますが・常に

中心メンバーとして,若 い技術者の育成に

情熱を優1すて指導している姿rま,脳 裏から

消えることfまありませる。

このようなスケールの大きい高城氏十ま,

晩年の奉仕の場を散郷である鹿児島県大El

市た定めていたことを葬篠に参列して知り

ました。騒に 「田pOぁ つたらし会ど【勿体無

いの意〕を立ち上tず,地 元の若い方々と地

域活性化に歩み出したところでした。ご無

念でしょう。

高城氏の人親に多くの方が惹きつけら

れコ慕われていることすま!皆 様ご存知の通

りですをあの笑顔とあの声を再び見ること

も闘くこともできない寂しきは,筆 言,こ尽

くせませる。ひたすもご冥福をお新りする

ばかりです。高城さんご苦労様でした。

有難うぎざいましため


